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第40回日本高血圧学会総会
（2017年10月, 松山）

27.	 上野啓通.
　　　　オスメトリック法を用いた血液透析中における血管内容量モニタリングと全身管理の試み.

第23回日本腹膜透析医学会学術集会・総会
（2017年10月, 北九州市）

28.	 田村雅仁.
　　　　大会長講演.

29.	 宮本　哲.
　　　　透析患者の蛋白摂取量について.

−100−



30.	 八尋和恵, 穴井美希, 中野陽子, 坂東健一郎, 本田由美, 宮本　哲, 尾辻　豊, 田村雅仁.
　　　　当院における重炭酸腹膜透析液の臨床使用成績.

31.	 穴井美希, 石田大史, 上野啓通, 八尋和恵, 長谷川恵美, 中野陽子, 坂東健一郎, 宮本　哲, 田村雅仁, 
　　尾辻　豊.
　　　　早期腹膜透析離脱の背景についての検討.

32.	 中園和利, 田村雅仁, 宮本　哲, 坂東健一郎, 中野陽子, 穴井美希, 八尋和恵.
　　　　治療抵抗性心不全を伴う慢性腎不全患者における腹膜透析の効果.

33.	 上野啓通, 宮本　哲, 尾辻　豊, 田村雅仁.
　　　　重炭酸中性透析液の生体適合性.

Complex Cardiovascular Therapeutics（CCT）2017
（2017年10月, 神戸市）

34.	 Sonoda S.
　　　　CCT2017	Imaging	session.
　　　　Coronary	Imaging	for	Complex	PCI　-Bifurcation-

35.	 Miura T, Sonoda S, Shimizu A, Takami H, Anai R, Muraoka Y, Sanuki Y, Tsuda Y, Araki M, 
Otsuji Y.

Severe	prolonged	anaphylactoid	reactions	to	contrast	media	after	coronary	angiography	and	
aortography	in	a	patient	with	hemodialysis.

第35回産業医科大学学会総会
（2017年10月, 北九州市）

36.	 五十嵐友紀,	孫　略,	川崎祐也,	李　云善,	平川晴久,	河井一明,	盛　武敬．
　　　　放射線被ばく時におけるアスコルビン酸の体内解毒システムに与える影響の評価．

37.	 清水昭良, 園田信成, 三浦俊哉, 高見浩仁, 穴井玲央, 村岡秀崇, 佐貫仁宣, 津田有輝, 荒木　優, 
　　尾辻　豊.

血液透析患者における第2世代薬剤溶出性ステント留置後の抗血小板療法と出血性合併症の現状.

第53回高血圧関連疾患モデル学会総会
（2017年11月, 福岡市）

38.	 上野啓通.
　　　　トランスジェニックラットを用いた尿毒症状態における血圧上昇機序の検討.
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Alliance for Revolution and Interventional Cardiology
Advancement 2017（ARiA）

（2017年11月, 福岡市）

39.	 Sonoda S.
　　　　ARiA2017	Coronary	imaging	session	-Calcification-

第65回日本職業・災害医学会学術集会
（2017年11月, 北九州市）

40.	 高橋正雄, 安部治彦, 荻ノ沢泰司, 河野律子, 大江学治, 林　克英, 原田有理沙,	立石清一郎,	
　　森　晃爾.

シンポジウム3　循環器疾患患者の職場復帰・両立支援における特徴と問題点.

41.	 二瓶俊一.
シンポジウム6　交代勤務：管理者の立場から.

42.	 太崎博美, 宮本太郎, 北野哲司, 佐貫仁宣, 小住清志, 田中正哉, 原田　敬.
非専門医のためのヒヤリハット（1）　若年性急性管症候群の診断でのヒヤリハット.

43.	 尾辻　健, 清水智子,	遠藤武尊,	原山信也, 福田和正,	小川みどり,	齋藤光正,	蒲地正幸.
新興人獣共通感染症〜ネコから感染したCorynebacterium	ulcerans感染の死亡例を経験して〜

44.	 宮本太郎, 原田　敬, 佐貫仁宣, 北野哲司, 小住清志, 田中正哉, 太﨑博美.
　　　　当院における院内での発生静脈血栓塞栓症対策について.

45.	 北野哲司, 原田　敬, 宮本太郎, 佐貫仁宣, 小住清志, 田中正哉, 太﨑博美.
　　　　インシュリン誤使用事例に対し、多職種での要因分析を行い、患者家族への対応への対応に
　　　　つなげた一例.

46.	 小住清志, 原田　敬, 佐貫人宣, 宮本太郎, 北野哲司, 田中正哉.
当院における院内での転倒転落対策〜発生予防と事後対応〜

47.	 津田有輝, 荒木　優, 菅　亮太, 三浦俊哉, 清水昭良, 高見浩仁, 佐貫仁宣, 穴井玲央, 村岡秀崇, 
　　園田信成, 尾辻　豊.
　　　　競輪レース中の外傷を契機に左下肢動脈閉塞を来し血管内治療に難渋した一例.

48.	 久原聡志,	大和　浩,	石倉龍太,	村上武史,	花田菜摘,	緒方友登,	明日　徹,	荒木　優,	尾辻　豊,	
　　伊藤英明,	岡崎哲也,	佐伯　覚.
　　　　急性期心臓リハビリテーション後就労者の運動習慣継続・獲得状況.

49.	 荒木　優.
　　　　心膜炎に対するステロイド治療によりB型肝炎ウイルスが再活性化した一例.
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50.	 尾上武志, 福田祥大, 岩瀧麻衣, 鍋嶋洋裕, 屏　壮史, 楠本三恵, 荒木　優, 尾辻　豊.
　　　　Müller手技を用いた負荷心エコー検査：心機能低下例の新しい運動耐容能評価の試み.

51.	 荻ノ沢泰司, 安部治彦, 大江学治, 高橋正雄, 尾辻　豊.
　　　当院における植込み型除細動器（ICD）植込み患者の就労と自動車運転の状況.

第８回日本弁膜症学会
（2017年11月, 東京）

52.	 永田泰史, 竹内正明, 古藤　弾,	出雲昌樹,	山下英治,	中務智文,	瀬尾由広,	明石嘉浩,	青沼和隆,	
　　尾辻　豊.

非重症大動脈弁狭窄症患者において症状および左室駆出率が予後に与える影響についての検討.

第28回日本心血管画像動態学会 
（2018年１月, 東京）

53.	 岩瀧麻衣, 尾辻　豊.
　　　　急性心筋梗塞発症前後の冠動脈血流を心エコー図にて評価し治療へ至った一例.

54.	 三浦俊哉, 園田信成, 清水昭良, 高見浩仁, 穴井玲央, 村岡秀崇, 佐貫仁宣, 津田有輝, 荒木　優, 
　　尾辻　豊.
　　　　高解像度60MHz	IVUSと高速プルバックの有用性について	
　　　　－40MHz	IVUS低速プルバックとの比較検討－

第47回日本心脈管作動物質学会
（2018年２月, 長崎）

55.	 上野啓通,	田中健太郎,	西村春来,	西村和朗,	園田里美,	元嶋尉士,	齋藤玲子,	吉村充弘,	丸山　崇,	
芹野良太, 田村雅仁, 尾辻　豊, 上田陽一.

　　　　トランスジェニックラットを用いた急性腎障害ストレスが中枢神経へ与える影響の可視化.

56.	 上野啓通.
トランスジェニックラットを用いたフロセミド抵抗性におけるバソプレッシンを介した中枢性
機序の解明.

日本不整脈心電学会・第10回植込みデバイス関連冬期大会
（2018年２月, 横浜市）

57.	 安部治彦.
　　　　ICD患者の社会生活

58.	 安部治彦.
　　　　委員会セッション：デバイス患者のMRI撮像に関する米国HRSステートメント.
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59.	 安部治彦.
　　　シンポジウム２：ICD患者と就労.

第82回日本循環器学会学術集会
（2018年３月, 大阪）

60.	 Nagata Y, Nabeshima N, Hei S, Onoue T, Iwataki M, Namisaki H, Otani K, Otsuji Y,  
Takeuchi M.

　　　　Age	and	gender	dependency	of	myocardial	work	assessed	by	novel	2D	strain	software.

61.	 Nagata Y, Nabeshima Y, Namisaki H, Hei S, Onoue T, Iwataki M, Otani K, Otsuji Y, 
Takeuchi M.

Assessment	 of	myocardial	work	 in	patients	with	 and	without	 left	 ventricular	 reverse	
remodeling	after	cardiac	resynchronization	therapy.

62.	 Iwataki M, Fukuda S, Nabeshima Y, Hei S, Kusumoto M, Onoue T, Nagata Y, Otani K, 
Takeuchi M, Otsuji Y.

Pseudonormalized	mitral	valve	prolapse	by	secondary	left	ventricular	remodeling:	
Three-dimensional	echocardiographic	study.

63.	 久原聡志,	明日　徹,	荒木　優, 尾辻　豊, 伊藤英明,	佐伯　覚.
就労心疾患患者の仕事の作業強度と運動耐容能の乖離が退院後の身体活動量とメンタルヘルス
に与える影響.

64.	 Sanuki Y, Sonoda S, Miura T, Shimizu A, Takami H, Reo Anai R, Muraoka Y, Tsuda Y, 
Araki M, Otsuji Y. 

Incidence	and	clinical	impact	of	Post-stent	protrusion	between	Everolimus-eluting	stent	and	
Zotarolimus-eluting	stent.		-An	optical	coherence	tomography	study-

65.	 Sanuki Y, Sonoda S, Miura T, Shimizu A, Takami H, Anai R, Muraoka Y, Tsuda T, Araki M, 
Otsuji Y.

Long-term	prognosis	of	patients	with	 irregular	protrusion	after	Second-generation	Drug-
eluting	stent	implantation		-Optical	coherence	tomography	study-

66.	 Anai R, Sonoda S, Miura T, Shimizu A, Takami H, Muraoka Y, Sanuki Y, Tsuda Y, Araki M, 
Otsuji Y.

Quantification	and	clinical	impact	of	optical	coherence	tomography	visualized	high	intensity	
superficial	regions	of	the	neointimal	tissue	after	Drug-Coated	balloon.

67.	 穴井玲央, 園田信成, 三浦俊哉, 清水昭良, 高見浩仁, 村岡秀崇, 佐貫仁宣, 津田有輝, 荒木　優, 
　　尾辻　豊.

Neointimal	tissue	characteristics	and	high	 intensity	superficial	resions	by	optical	coherence	
tomography	determines	Drug-Coated	balloon	response	for	Drug-Eluting	stent	restenosis.
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68.	 Miura T, Sonoda S, Shimizu A, Takami H, Anai R, Sanuki Y, Tsuda Y, Araki M, Otsuji Y.
Implication	of	High-sensitivity	cardiac	troponin	televation	 in	relation	to	diagnostic	 invasive	
intravascular	imaging	for	issessment	of	coronary	artery	disease.

69.	 Miura T, Sonoda S, Shimizu A, Takami H, Anai R, Sanuki Y, Tsuda Y, Araki M, Otsuji Y.
In	vivo	comparison	of	qualitative	and	quantitative	assessments	between	high-definition	
60MHz	and	conventional	40MHz	intravascular	ultrasound	images.

70.	 Muraoka Y, Sonoda S, Miura T, Shimizu A, Takami H, Anai R, Sanuki Y, Tsuda Y, Araki M, 
Kuramitsu S, Otsuji Y.

Relationship	between	 in-stent	neoatherosclerosis	and	plaque	progression	 in	untreated	non-
culprit	lesions	after	second-generation	drug-eluting	stents	implantation:	five-year	follow-up	
OCT	study.

71.	 清水昭良, 園田信成, 三浦俊哉, 高見浩仁, 穴井玲央, 村岡秀崇, 佐貫仁宣, 津田有輝, 荒木　優, 
　　尾辻　豊.

Impact	of	hemorrhagic	events	during	dual	antiplatelet	therapy	in	patients	with	hemodialysis	
after	second-generation	drug	eluting	stent	implantation.

72.	 Nabeshima Y, Namisaki H, Nagata Y, Otani K, Hei S, Onoue T, Iwataki M, Otsuji Y, 
Takeuchi M.

Assessment	of	myocardial	work	for	the	prediction	of	left	ventricular	reverse	remodeling	in	
patients	who	had	cardiac	resynchronization.

９．国内学会（地方会）
▪
▪

▪
▪

第122回日本循環器学会九州地方会
（2017年６月, 福岡市）

１.	 安部治彦.
　　　　着用型除細動器（WCD）と心臓突然死予防.

２.	 岩瀧麻衣, 屏　壮史, 楠本三恵, 尾上武志, 尾辻　豊.
収縮性心膜炎における心膜癒着・心膜切除時の心機能への影響を経胸壁および経食道心エコー
で確認し得た1例.

３.	 大谷恭子, 竹内正明, 安部治彦, 西村陽介, 尾辻　豊.
　　　　Evidence	of	vicious	cycle	in	motral	regurgitation	with	prolapse.

４.	 三浦俊哉, 園田信成, 清水昭良, 高見浩仁, 穴井玲央, 津田有輝, 荒木　優, 尾辻　豊.
　　　　偶発的に発見された心膜嚢胞の１例.

５.	 今村香奈子, 山岸靖宜, 前田千恵, 久原孝博, 高津博行.
　　　　急性心筋梗塞に対する加療中にコレストロール塞栓症を発症した一例.

−105−



６.	 仲悠太郎, 鍵山俊太郎, 樋口　優, 入田英二, 鬼木秀幸, 前淵大輔.
　　　　特異な光干渉断層撮影法（OFDI）の所見を呈したステント内再狭窄の一例.

７.	 中村亮太,	佐貫仁宣, 北野哲司, 三浦俊哉, 小住清志, 田中正哉, 原田　敬, 太崎博美.
　　　　診断に苦慮した孤発性脾動脈解離の一例.

日本心エコー図学会第26回夏期講習会
（2017年７月, 神戸市）

８.	 岩瀧麻衣.
　　　　Case,1	Lesson	#5	ASDの大きさは固定しているか？	

第318回日本内科学会九州地方会
（2017年８月, 鹿児島市）

９.	 中園和利, 田村雅仁, 宮本　哲, 坂東健一郎, 中野陽子, 穴井美希, 八尋和恵.
　　　　急性腎障害で発症し腎間質に広範に浸潤を認めた血管内大細胞型B細胞性リンパ腫の1剖検例.

第25回日本心血管インターベンション治療学会九州・沖縄地方会
（2017年９月, 長崎市）

10.	 村岡秀崇, 園田信成, 三浦俊哉, 清水昭良, 高見浩仁, 佐貫仁宣, 穴井玲央, 津田有輝, 荒木　優, 
　　尾辻　豊.
　　　　ガイドラインに基づく脂質低下療法とPCI非責任病変の動脈硬化進展.
　　　　－OCTを用いた検討－

11.	 穴井玲央, 園田信成, 下山尊弘, 三浦俊哉, 清水昭良, 高見浩仁, 村岡秀崇, 佐貫仁宣, 津田有輝, 
　　荒木　優, 尾辻　豊.
　　　　CAG後に造影剤アレルギーによる血圧低下が遷延し治療に難渋した維持透析患者の一例.

12.	 下山尊弘, 村岡秀崇, 三浦俊哉, 清水昭良, 穴井玲央, 津田有輝, 荒木　優, 園田信成, 
　　尾辻　豊.
　　　　冠動脈イメージング所見から保存的治療を選択し、改善を認めた特発性冠動脈解離の一例.

13.	 清水昭良, 園田信成, 三浦俊哉, 高見浩仁, 穴井玲央, 村岡秀崇, 佐貫仁宣, 津田有輝, 
　　荒木　優, 尾辻　豊.
　　　　血液透析患者における第2世代薬剤溶出性ステント留置後の抗血小板療法と出血性合併症の
　　　　発生の現状.
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第319回日本内科学会九州地方会
（2017年10月, 鹿児島市）

14.	 山岸靖宜, 村岡秀崇, 三浦俊哉, 清水昭良, 穴井玲央, 津田有輝, 荒木　優, 園田信成, 尾辻　豊.
非保護左冠動脈主幹部分岐部を含む薬剤溶出性ステント遅発性再狭窄病変に対して薬剤溶出性
バルーンが有効であった1例.

日本超音波医学会第27回九州地方会
（2017年12月, 鹿児島市）

15.	 屏　壮史, 岩瀧麻衣, 尾上武志, 鍋嶋洋裕, 楠本三恵, 永田泰史, 大谷恭子, 竹内正明, 尾辻　豊.
　　　　収縮後期僧帽弁逸脱における乳頭筋および僧帽弁尖の収縮期異常上方	移動の合併.

16.	 鍋嶋洋裕, 岩瀧麻衣, 屏　壮史, 楠本三恵, 尾上武志, 尾辻　豊.
　　　　心房細動の血行動態への悪影響が左室流入血流速波形から推察された一例.

17.	 尾上武志, 岩瀧麻衣, 鍋嶋洋裕, 楠本三恵, 屏　壮士, 永田泰史, 大谷恭子, 竹内正明, 尾辻　豊.
起立性低血圧を合併した僧帽弁逸脱症の起立時の血行動態を経胸壁心	エコー図にて観察し得
た一例.

第123回日本循環器学会九州地方会
（2017年12月, 久留米市）

18.	 下山尊弘, 岩瀧麻衣, 屏　壮史, 尾上武志, 尾辻　豊.
　　　　ショックを伴う重症僧帽弁狭窄症に対し、外科的治療が奏功した一例.

19.	 山岸靖宜, 津田有輝, 三浦俊哉, 清水昭良, 高見浩仁, 穴井玲央, 村岡秀崇, 荒木　優, 園田信成, 
　　尾辻　豊.
　　　　たこつぼ型心筋症と特発性冠動脈解離の初期鑑別に苦慮した若年女性発症急性冠症候群の一例.

第320回日本内科学会九州地方会
（2018年１月, 鹿児島市）

20.	 五十住和彦, 平川晴久, 早川裕紀.
左浅大腿動脈の長区間閉塞症例に対しベアメタルステント留置後、ステント感染症を発症した
1例.

21.	 柳生圭士郎, 穴井玲央, 三浦俊哉, 清水昭良, 村岡秀崇, 佐貫仁宣, 津田有輝, 荒木　優, 園田信成，
　　尾辻　豊.

抗血小板剤2剤併用療法（DAPT）期間の短縮目的にPolymer-free	Drug-Coated	Coronary	
Stent（DCS）を使用した1例.
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第26回日本心血管インターベンション治療学会九州・沖縄地方会
（2018年１月, 熊本市）

22. 園田信成.
　　　　シンポジウム1
　　　　イメージングガイド	PCI		―IVUS/OCT	を最大限に活かす―

23. 仲悠太郎, 園田信成, 井上航之助, 三浦俊哉, 清水昭良, 穴井玲央, 村岡秀崇, 津田有輝, 荒木　優, 
　　尾辻　豊.
　　　　プロサイクリストに発症した外傷性左外腸骨動脈閉塞症の一例.

24. 穴井玲央, 園田信成, 仲悠太郎, 井上航之祐, 三浦俊哉, 清水昭良, 高見浩仁, 村岡秀崇, 佐貫仁宣,
津田有輝, 荒木　優, 尾辻　豊.

不安定プラークに対するステント留置後に内腔に特異な膜様構造物が出現し治療に苦慮した一例.

25. 井上航之祐, 村岡秀崇, 仲悠太郎, 三浦俊哉, 清水昭良, 高見浩仁, 穴井玲央, 津田有輝, 
　　荒木　優, 園田信成, 尾辻　豊.

非保護左冠動脈主幹部末梢分岐部の遅発性ステント再狭窄病変に対して薬剤コーティッドバ
ルーンが有効であった一例.

第63回日本臨床検査医学会九州地方会・第29回臨床化学会九州支部総会
（2018年３月, 福岡市）

26. 尾辻　豊.
　　　　心エコーで見る弁膜症の不思議.

10．研 究 会（国際）
▪
▪

▪
▪

University of Minnesota Electrpphysiology Seminar 2017
（2017年５月, Minneapolis, MN, USA）

１. Abe H.
　　　　Driving	restriction	in	patients	with	ICD.

Korea Cardiovascular Interventional Imaging Forum 2017
（2017年６月, Seoul, Korea）

２. Sonoda S.
　　　　Japan-Korea	Joint	Session		-CTO	imaging-
　　　　Two	interesting	cases	with	well-developed	collaterals	to	CTOs.
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The International Behavioral Neuroscience 2017 Annual Meeting in 
Hiroshima

（2017年７月, Hiroshima, Japan ）

３. Maruyama	T,	Motojima	Y,	Yoshimura	M,	Hashimoto	H,	Sonoda	S,	Ueno H,	Saito	R,	Ueta	Y.
For	expression	in	the	hypothalamus	and	brainstem	after	tail	suspension	in	rats.

４. Ueta	Y,	Yoshimura	M,	Maruyama	T,	Sonoda	S,	Ueno H,	Monojima	Y,	Saito	R,	Hashimoto	H,
Uezono	Y.

Nesfatin	 -1/NucB2	 Neurons	 in	 the	 Hypothalamus	 and	 Brainstem	Activated	 by	
Intraperitoneally	Administered	Cisplatin	in	Rats.

Severance Symposium
（2017年７月, Seoul, Korea）

５. Otsuji Y.
Influence	of	mitral	annular	dilation	on	basal	left	ventricular	contraction	evaluated	by	speckle	
tracking	echocardiography.

Kitakyushu-Seoul Echo Conference
（2017年11月, Fukuoka）

６. Iwataki M, Otsuji Y.
Pseudonormalized	mitral	 valve	 prolapse	 by	 secondary	 left	 ventricular	 remodeling:	
3-dimensional	echocardiographic	study.

3D ECHO 360 Asia-Pacific Edition, Seoul, 2017
（2017年11月, Seoul, Korea）

７. Takeuchi M.
3D	LA	for	risk	stratification.	

８. Takeuchi M.
LV	size/function,	more	than	2D.

Asian Valve Registry Business Meeting
（2018年１月, Seoul, Korea）

９. Iwataki M, Fukuda S, Nishimura Y, Otsuji Y.
Two	Patients	with	and	without	Post-Operative	 Improvement	of	Basal	LV	Contraction	
Following	Surgical	Plasty	for	MVP.
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11．研 究 会（全国）
▪
▪

▪
▪

第12回Beyond Angiography
（2017年３月, 金沢）

１. 園田信成.
PCIにOCT/OFDIを最大限に活かす　-IVUS,	OCT/OFDIを活かしたOptimal	stentingとは？-

第34回Kokura live demonstration
（2017年５月, 北九州市）

２. 園田信成.
ランチョンセミナー：冠動脈イメージングからみたPCSK9阻害剤の役割.

３. 園田信成.
Current	trend	of	coronary	imaging　-High-Definition	IVUS	system-

OFDI Front Live
（2017年９月, 大阪）

４. 園田信成.
OCT/OFDI時代におけるIVUSの活用法.

PCI Optimization by Physiology & Imaging 2017
（2017年９月, 岐阜）

５. 園田信成.
State	of	the	art	lecture	about	Vulnerable	Plaque　-IVUS-

12．研究会（地方会）
▪
▪

▪
▪

第33回医生ヶ丘循環器・腎臓病診連携の会
（2017年６月, 北九州市）

１. 中園和利.
腹膜透析開始後に左室機能低下が著名改善した一例.
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第66回北九州循環器懇話会
（2017年６月, 北九州市）

２. 三浦俊哉, 園田信成, 清水昭良, 高見浩仁, 穴井玲央, 村岡秀崇, 津田有輝, 荒木　優, 尾辻　豊.
治療に難渋した左回旋枝梗塞の一例.

第22回阿蘇腎フォーラム
（2017年７月, 福岡）

３. 上野啓通, 穴井美希, 中野陽子, 坂東健一郎, 宮本　哲, 上田陽一, 田村雅仁.
トランスジェニックラットを用いたフロセミド投与後の中枢におけるバソプレッシン
（AVP）合成の可視化・定量評価の試み.

第33回福岡循環器フォーラム
（2017年７月, 福岡市）

４. 屏　壮史, 福田祥大, 尾上武志, 鍋島洋裕, 岩瀧麻衣, 尾辻　豊.
僧帽弁逸脱において弁輪拡大は左室基部収縮低下をもたらし、弁形成術は左室基部収縮低下を
改善させる.

九州腎Forum
（2017年９月, 福岡市）

５. 上野啓通.
トランスジェニックラットを用いたフロセミド抵抗性におけるバソプレッシン関与の検討.

大淀川セミナー 
（2017年９月, 福岡市）

６. 上野啓通.
利尿薬抵抗性におけるバソプレッシンを介した中枢性機序の検討.

第34回医生ヶ丘循環器・腎臓病診連携の会
（2017年９月, 北九州市）

７. 山岸靖宣.
腎生検の適応について.

−111−



第8回福岡県透析医学会学術集会
（2017年11月, 北九州市）

８. 宮崎三枝子.
デノスマブ投与後24か月観察し得た透析患者の4症例.

第26回ひびき循環器症例検討会
（2017年11月, 北九州市）

９. 早川裕紀.
遷延する高CPK血症に難渋した１例.

10. 渡邉泰生.
睡眠時無呼吸症候群.

11. 山岸靖宣.
たこつぼ型心筋症と特発性冠動脈解離の初期鑑別に苦慮した若年女性発症急性冠症候群の一
例.

第24回九州血液血管研究会
（2017年11月, 福岡市）

12. 清水昭良, 園田信成, 三浦俊哉, 穴井玲央, 村岡秀崇, 津田有輝, 荒木　優, 尾辻　豊.
血液透析患者における薬剤溶出性ステント留置術後２剤抗血小板療法と出血性イベント.

第10回北九州循環器・糖尿病 Joint Meeting
（2018年１月, 北九州市）

13. 塚原慧太.
当院におけるフロセミドとSGLT2阻害薬の併用例の検討.

第35回医生ヶ丘循環器・腎臓病診連携の会
（2018年２月, 北九州市）

14. 八尋和恵.
結節性糸球体硬化病変を呈した非糖尿病患者の一例.

15. 尾辻　豊.
教育講演：僧帽弁逸脱の不思議.
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第60回老年医学懇話会
（2018年２月, 福岡市）

16	 岩瀧麻衣, 尾上武志, 屏　壮史, 鍋嶋洋祐, 尾辻　豊.
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14．受　　賞
▪
▪

▪
▪

１. 福田祥大.
第24回黒岩賞　産業医科大学第2内科同門会（2017年7月,	北九州市）

２. 林　克英.
第24回黒岩賞　産業医科大学第2内科同門会（2017年7月,	北九州市）

３. 上野啓通.
　　　　第27回日本病態生理学会　優秀演題賞	（2017年8月,	東京）

４. 上野啓通.
　　　　第23回日本腹膜透析医学会学術集会総会　優秀演題賞	（2017年10月,	北九州市）
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５. 中園和利.
　　　　第23回日本腹膜透析医学会学術集会総会　優秀ポスター賞	（2017年10月,	北九州市）

６. 上野啓通.
　　　　第47回日本心脈管作動物質学会　YIA（2018年2月,	長崎）

15．紹介記事、インタビュー記事、テレビ出演など
▪
▪

▪
▪

１. 尾辻　豊.
　　　　ごあいさつ　産業医科大学病院長　尾辻　豊　
　　　　ほすぴたる　No.713　平成29年6月20日号　福岡県病院協会

２. 安部治彦.
　　　　失神
　　　　「とっても健康らんど」KBC九州朝日放送　平成29年７月１日放送

16．研究費獲得
▪
▪

▪
▪

1. 研究費の名称：日本学術振興会　科学研究費　基盤研究（C）
研 究 課 題 名：日本人の人工弁置換術後における抗血小板療法の有効性および安全性に関する臨床

研究	
課 題 番 号：25462153
交 　 付 　 年：平成25年度〜平成29年度
研 究 費 総 額：5,070,000円
代 表 研 究 者：津田有輝

2. 研究費の名称：日本学術振興会	科学研究費　若手研究（B）
研 究 課 題 名：心臓リハビリテーション時における酸素吸入の有用性の前向き比較試験
課 題 番 号：26750212
交 　 付 　 年：平成26年度〜平成29年度
研 究 費 総 額：4,420,000円
代 表 研 究 者：松井京子

３. 研究費の名称：日本学術振興会　科学研究費　基盤研究（C）
研 究 課 題 名：僧帽弁輪拡大による二次性左室基部収縮低下：弁形成術は左室基部収縮低下を改善

させる
課 題 番 号：15K0226
交 　 付 　 年：平成27年度〜平成29年度
研 究 費 総 額：4,810,000円
代 表 研 究 者：福田祥大
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４. 研究費の名称：日本学術振興会　科学研究費　基盤研究（C）
研 究 課 題 名：心臓MRIを用いたフィーチャートラッキングストレイン法による予後予測の検討
課 題 番 号：15K01346
交 　 付 　 年：平成27年度〜平成29年度
研 究 費 総 額：4,810,000円
代 表 研 究 者：竹内正明

５. 研究費の名称：日本学術振興会　科学研究費　基盤研究（C）
研 究 課 題 名：慢性心不全に対するω-3多価不飽和脂肪酸の効果
課 題 番 号：16K00889
交 　 付 　 年：平成28年度〜平成30年度
研 究 費 総 額：4,550,000円
代 表 研 究 者：荒木　優

６. 研究費の名称：ノバルティスファーマ研究助成
研 究 課 題 名：慢性心不全患者における運動誘発性僧帽弁逆流に対する運動療法の効果
交 　 付 　 年：平成29年度
研 究 費 総 額：500,000円
代 表 研 究 者：荒木　優

７. 研究費の名称：ノバルティスファーマ研究助成
研 究 課 題 名：本邦の喫煙・禁煙及び継続禁煙指導が薬剤溶出性ステント留置後の血管機能に及ぼ

す効果
交 　 付 　 年：平成29年度
研 究 費 総 額：500,000円
代 表 研 究 者：園田信成

８. 研究費の名称：MSD研究助成
研 究 課 題 名：急性冠症候群における冠動脈プラーク進展・退縮と血圧変動との関連
交 　 付 　 年：平成27年度〜平成29年度
研 究 費 総 額：1,500,000円
代 表 研 究 者：園田信成

９. 研究費の名称：文部科学省　科研費補助金　若手研究（B）
研 究 課 題 名：16S	rRNA遺伝子を用いた人工呼吸器関連肺炎の細菌叢解析
課 題 番 号：17K17078
交 　 付 　 年：平成29年度〜平成30年度
研 究 費 総 額：1,820,000円
代 表 研 究 者：尾辻　健

10. 研究費の名称：文部科学省　科研費補助金　基盤研究（C）
研 究 課 題 名：失神における簡易型tilt検査の診断的有用性と治療への応用
課 題 番 号：17K09539
交 　 付 　 年：平成29年度〜平成31年度
研 究 費 総 額：4,680,000円
代 表 研 究 者：安部治彦
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11. 研究費の名称：日本学術振興会　科学研究費　基盤研究（C）
研 究 課 題 名：本邦の喫煙・禁煙及び継続禁煙指導が薬剤溶出性ステント留置後の血管機能に及ぼ

す効果
課 題 番 号：17K09147
交 　 付 　 年：平成29年度〜平成31年度
研 究 費 総 額：4,810,000円
代 表 研 究 者：園田信成

12. 研究費の名称：日本学術振興会　科学研究費　基盤研究（C）
研 究 課 題 名：左室球形リモデリングの機序：心筋・僧帽弁複合体の非対称組織延長の重要性
課 題 番 号：17K09538　
交 　 付 　 年：平成29年度〜平成31年度
研 究 費 総 額：4,420,000円
代 表 研 究 者：尾辻　豊

13.　研究費の名称：日本学術振興会　科学研究費　基盤研究（C）
研 究 課 題 名：慢性腎不全におけるサルコペニアと炎症マーカー〜炎症性サイトカインの網羅的検討〜
課 題 番 号：18K11010
交 　 付 　 年：平成30年度〜平成33年度
研 究 費 総 額：4,160,000円
代 表 研 究 者：宮本　哲

14. 研究費の名称：日本学術振興会　科学研究費　若手研究
研 究 課 題 名：透析患者の低栄養状態が冠動脈ステント留置後の責任・非責任病変に及ぼす影響
課 題 番 号：18K17991
交 　 付 　 年：平成30年度〜平成33年度
研 究 費 総 額：4,160,000円
代 表 研 究 者：村岡秀崇
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